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序　　文

　日田市は、九州北部のほぼ中央、大分県の西北部に位置しています。

　市の中心は盆地であり、その周囲は山々に囲まれ、そこからの豊富な水が

清流となり、私たちの街を潤し、それが故「水
す い

郷
きょう

日
ひ

田
た

」と呼ばれております。

　文化の面では、古くから交通の要衝であり、近世におきましては、江戸幕

府の直轄地として西国筋郡代が置かれ、九州の政治・経済・文化の中心とし

て栄えた輝かしい歴史を誇ります。

　その近世、江戸時代から始まったとされるのが、国指定重要無形民俗文化

財となっている祇園祭です。絢爛豪華な山鉾の巡行、その山鉾に活力を与え

る祇園囃子は、現在、日田の夏の風物詩といえます。

　さて、本書は、そういった日田祇園の曳山行事の保存・継承等を図るため

の日田市豆田地区の山鉾収納庫整備事業に伴って発掘調査を実施した城下町

遺跡６次調査の内容をまとめたものです。

　調査では、東西を軸とするふたつの溝が確認され、その状況などから、過

去、調査地では繰り返し水が流れていたことが判明しております。

　また、この溝の中からは縄文時代から古代にかけての遺物が出土しており、

調査地の周囲に、過去の人々の生活の痕跡が残されていることを想像させら

れます。

　今回の発掘調査の成果が、文化財の保護や地域の歴史への活用はもとより、

今後の土地利用のあり方や、防災意識の醸成の参考資料としても活用してい

ただければ幸いです。

　最後になりますが、発掘調査から本書の作成に至るまで、御指導・御協力

を頂きました方々に対し、心から感謝申し上げます。

　　　令和 元 年 12 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日田市教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育長　三笘　眞治郎



日田市の位置 大分県の行政地区

例　　言
　　　　　
１．本書は、豆田地区日田祇園山鉾収納庫整備事業に伴い、埋蔵文化財調査を実施した城下町遺

跡６次調査地の発掘調査報告書である。

２．調査は、日田市教育委員会が平成 30 年度に実施した。

３．調査にあたっては、地元の方々にご協力をいただいたほか、特に隣接地の方には、調査中ご
配慮をいただいた。

４．発掘調査での調査地および遺構等平面図、土層図作成（製図含む）は、株式会社九州文化財
総合研究所に委託した。また、出土遺物の実測（製図含む）および写真撮影は、雅企画有限
会社に委託した。

　　なお、調査現場での写真撮影は調査担当者が行った。

５．本書に掲載した空中写真は、有限会社測量企画センターに提供していただいたものである。

６．挿図中の方位は、方眼北を示している。

７．写真図版の遺物に付した数字番号は、挿図番号に対応する。

８．出土遺物および調査に関する記録等は、一括して日田市埋蔵文化財センターにて保管してい
る。

９．本書の編集および執筆は、今田が行った。

10．本書を作成するにあたり、市文化財保護課の同僚のほか、坪根伸也（大分市教育委員会）、
林潤也（福岡県大野城市教育委員会）、越智淳平（大分県立歴史博物館）、原田華子（日田市
土木建築部建築住宅課）の４氏に、ご指導・ご教示をいただいた。
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Ⅰ　調査の経過
　（１）調査に至る経緯

　日田市では、毎年７月 20 日過ぎの土曜日、日曜日に祇園祭

が行われ、隈・竹田地区４基、豆田地区４基、そして平成２年

に製作された平成山鉾１基を合わせた計９基の山鉾が、祭り期

間中曳き廻される。

　この「日田祇園の曳山行事」は、平成８年 12 月 20 日に国の

重要無形民俗文化財に指定され、平成 28 年 11 月 30 日には「山・

鉾・屋台行事」としてユネスコ無形文化遺産に登録されている。

　日田祇園山鉾振興会および豆田地区振興協議会、そして豆田

下町、中城町、豆田上町、港町４町の山鉾振興会は、平成 28

年３月及び平成 29 年１月に、日田市長へ、豆田地区での祇園

山鉾収納庫建設に関する要望書を提出した。

　これを受け、日田市では山鉾収納庫を建設する建設委員会に

対し、補助金を交付することとし、平成 29 年 10 月に、山鉾収

納庫を平成 30 年に建築することが決定した。

　平成 29 年 10 月 24 日、日田市長原田啓介より、「大分県日田

市港町 400-1 ほか」の土地に対して倉庫建設工事を目的とし、

文化財保護法第 94 条第１項の規定による埋蔵文化財発掘の通

知文書が提出された。これを受け、日田市教育庁文化財保護課は、

翌 25 日に山鉾収納庫建設予定地の埋蔵文化財確認調査を実施した。

　この確認調査で、溝状遺構と土坑が検出され、弥生土器とみられる土器片が出土したことから、日田市教育庁

文化財保護課は、この土地に対し、工事に際しては事前の本発掘調査が必要と判断するとともに、本発掘調査に

かかる費用は日田市が負担するものとし、その調査費を予算計上した。

　平成 30 年 10 月 17 日、豆田地区日田祇園山鉾収納庫建設委員会会長石井博基より、日田祇園山鉾収納庫お

よび倉庫建築工事に先立ち、「大分県日田市港町 400-1」の土地に対して、日田市教育委員会教育長宛に、埋蔵

文化財の所在の有無についての照会文書、あわせて文化財保護法第 93 条第１項の規定による埋蔵文化財発掘の

届出文書が提出された。これを受け、日田市教育庁文化財保護課は、前年度確認調査を行った範囲の外に位置す

る倉庫建築箇所について、同月 26 日に確認調査を実施した。

　この確認調査では、昨年度の調査で確認されたものに繋がるとみられる溝状遺構が検出された。

　日田市教育庁文化財保護課は、建築の工法および２回の確認調査の結果から、埋蔵文化財の破壊が免れない山

鉾収納庫建築位置約 116 ㎡については、記録保存のための発掘調査が必要であると判断した。

　なお、本対象地は、日田条里遺跡と城下町遺跡の二つの埋蔵文化財包蔵地の範囲として括られているが、２回

の確認調査において条里を示すような遺構が存在していないことから、本発掘調査にあたっては城下町遺跡とす

ることとした。

　（２）発掘調査の経過

　本発掘調査は、平成 30 年 12 月 5 日より開始した。

　発掘調査を実施するにあたって、山鉾収納庫建築位置約 116 ㎡を１区とし、倉庫建築位置約 44 ㎡を２区と

区分けし、調査対象面積を約 160 ㎡とした（第１図）。

写真１　日田祇園山鉾
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　なお、工事により地下の埋蔵文化財に影響の及ばない２区に関しては、遺構の検出作業を行い、必要に応じて

状況確認のため、確認トレンチを設定することとした。

　平成 30 年 12 月 5・7 日、重機による表土剥ぎを行い、同 7 日から人力による検出作業を進めた。

　検出作業の結果、重なったり離れたりしながら東西に流れていたとみられる一筋の溝を確認した。

　検出作業後、同 10 日より、１区に溝の層序等確認のためのトレンチを、調査区の東西の端と中央付近の３箇

所設定し、２区には、調査区西端に溝の層序確認のためのトレンチを設定するとともに、上面検出のみでは溝の

状況が正確に判らなかった調査区東側と中央付近の２箇所にトレンチを設定し、10 ～ 20 ㎝ほどの掘下げを行っ

た。

　同 26 日までに、各トレンチおよび溝の掘下げを終了し、翌 27 日に空中写真を撮影し、その翌 28 日に重機

による埋め戻し作業を行い、発掘調査を終了した。

　整理作業は平成 31 年１月４日から開始した。同日より遺物の水洗作業を始め、同 22 日に遺物の接合作業を

終えた。遺物実測および遺構製図作業については同年２月５日に、遺物の製図及び写真撮影は同年２月 22 日に

業務発注し、同年３月 27 日までに業務を完了した。
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写真２　空中写真撮影風景	
［協力］有限会社測量企画センター

写真３　埋め戻し作業風景

１次

２次

１次

２次

６次（本報告）６次（本報告）

３次

４次

５次

３次

４次

５次

　第２図　過去の調査地位置図（1/4000）
※地図の上が北

　［１次調査］	防災施設建設事業に伴う調査
	 （平成 23 年度）
	 調査地…日田市大字豆田 123-1

　［２次調査］	防災施設建設事業に伴う調査
	 （平成 24 年度）
	 調査地…日田市大字豆田 123-1

　［３次調査］	国指定重要文化財 草野家住宅
	 保存修理工事に伴う調査
	 （平成 27 年度）
	 調査地…日田市大字豆田 127

　［４次調査］	国指定重要文化財 草野家住宅
	 保存修理工事に伴う調査
	 （平成 28 年度）
	 調査地…日田市大字豆田 127

　［５次調査］	国指定重要文化財 草野家住宅
	 保存修理工事に伴う調査
	 （平成 29 年度）
　　　　　　	 調査地…日田市大字豆田 127

　（３）本調査地の調査次数について

　日田市では、平成 21 年度に同一埋蔵文化財包蔵地内で行われる本発掘調査と、史跡内の確認調査については、

その調査地に対して、市教育委員会の調査以外も合わせて、調査次数を整理・統一することとしている。

　本調査地は、埋蔵文化財包蔵地としては城下町遺跡に括られている。

　城下町遺跡では、これまでに以下のとおり５次の調査が行われている（章末文献・第２図参照）ことから、本

書で報告する調査地については６次調査となる。
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　　　【引用・参照文献】
	 小泊立矢	 1990「第Ⅲ編 第六章 第二節 三 祇園会」『日田市史』日田市

	 若杉竜太	 2012「１. 城下町遺跡調査概要　―防災施設建設事業に伴う発掘調査―」『平成 23 年度（2011 年度）日田市埋蔵文化
		  財年報』日田市教育委員会

	 若杉竜太　　2013「５. 城下町遺跡２次調査　―防災施設建設事業に伴う発掘調査―」『平成 24 年度（2012 年度）日田市埋蔵文化
		  財年報』日田市教育委員会

	 若杉竜太　　2016「７. 城下町遺跡（重要文化財草野家住宅）　―保存修理工事に伴う発掘調査―」『平成 27 年度（2015 年度）
		  日田市埋蔵文化財年報』日田市教育委員会

	 若杉竜太　　2016『城下町遺跡』市内遺跡発掘調査報告書 17　日田市埋蔵文化財調査報告書第 124 集　日田市教育委員会

	 若杉竜太　　2017「２. 城下町遺跡（重要文化財草野家住宅）　―保存修理工事に伴う発掘調査―」『平成 28 年度（2016 年度）
		  日田市埋蔵文化財年報』日田市教育委員会

	 若杉竜太　　2019「４. 城下町遺跡（草野家住宅）調査概要　―保存修理工事に伴う発掘調査―」『平成 29 年度（2017 年度）
		  日田市埋蔵文化財年報』日田市教育委員会

　（４）調査の組織

　城下町遺跡６次調査の調査主体は日田市教育委員会であり、発掘調査の各年度の体制は以下のとおりである。

  （なお、職名・氏名は当時のままである）

平成 30年度（2018 年度）　発掘調査・整理・報告書作成作業

調査責任者　　三笘眞治郎（日田市教育委員会教育長）

調 査 統 括　　梶原康弘（日田市教育庁文化財保護課長）

調 査 事 務　　安岡佳克（日田市教育庁文化財保護課 主幹 埋蔵文化財係総括）

　　　　　　　今田秀樹（同主査）　行時桂子（同主査）　長祐一郎（同主査）

調 査 担 当　　今田秀樹（同主査）　

調　査　員　　今田秀樹（同主査）　行時桂子（同主査）

　　　　　　　若杉竜太（同主任）※平成 29・30 年度確認調査担当　上原翔平（同主任）

発掘作業員　　河津モリ　合原建國美　小暮裕次　財津真弓　坂本隆　宮崎芳信　森山敬一郎

整理作業員　　吉田里美

平成 31年度（令和元年度：2019 年度）　報告書作成作業・報告書印刷

調査責任者　　三笘眞治郎（日田市教育委員会教育長）

調 査 統 括　　宮本達美（日田市教育庁文化財保護課長）

調 査 事 務　　安岡佳克（日田市教育庁文化財保護課 主幹 埋蔵文化財係総括）　河津秀樹（同主幹 : ７月～）

　　　　　　　今田秀樹（同主査）　長祐一郎（同主査）　水嶋武彦（同主査 : ４月のみ）

　　　　　　　樋口かおり（臨時職員）

報 告 担 当　　今田秀樹（同主査）　

調　査　員　　今田秀樹（同主査）　行時桂子（同主査）　上原翔平（同主査）
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Ⅱ　遺跡の位置と環境
　城下町遺跡６次調査地は、大分県日田市港町 400 番１に所在する。

　日田市は大分県の西部にあって、九州全体でみると北に偏った中央内陸部に位置しており、行政区では東に玖

珠郡玖珠町及び熊本県阿蘇郡小国町、同南小国町と、北には中津市及び福岡県田川郡添田町と、西に福岡県うき

は市及び同朝倉市、同朝倉郡東峰村、同八女市と、南

に熊本県阿蘇市及び同山鹿市、同菊池市と、７市４町

１村と境を接している。また、周囲を阿蘇・くじゅう

山系や英彦山系の美しい山々に囲まれ、これらの山系

から流れ出る豊富な水は九州最大の河川、筑後川とな

る。筑後川の上流にあたる玖珠川、大山川、花月川の

水は、日田盆地で合流し、筑後・佐賀平野を貫流しな

がら、有明海へ流れ込む。

　市域の中央やや北寄りに位置する日田盆地は、現在

市街地となる。日田盆地中央部のいちばん低い標高 80

ｍ～ 100 ｍの底部は三隈平野と呼ばれ、この盆地底の

沖積面周囲には、阿蘇４火砕流の流出により形成され

た溶岩台地が廻り、さらに内側の一段低いところの標

高約 150 メートル内外の段丘がほとんど水平に連なっ

ている。また、これら段丘上は、吹上原、葛が原、佐

寺原、城内原、元宮原など、原（はる）と呼ばれる（第

３・４図：【参考文献】中島 1974 より転載）。

　三隈平野の中には、こういった段丘より切り離され

た日隈、月隈、星隈といわれる残丘がある（第３図）。

城下町遺跡は、日田盆地のほぼ中央の沖積面に位置し

ている（以下、第５図参照）。

　遺跡地の北側には月隈と呼ばれる残丘があり、遺跡

地はその残丘下から、南に花月川、国の重要伝統的建

造物群保存地区に選定されている豆田町を取り込み、

その南端となる城内川までの範囲に展開している。

　今回の６次調査地は、周知遺跡範囲の南端にあたり、

調査地の南側には東から西に城内川が流れている。

　調査地の地形は、盆地東側に展開する城内原や元宮

原などから延びてきていたであろう微丘陵の端部付

近にあたるとみられ、東側が高く西側へ若干傾斜して

いる。ちなみに、調査時検出面の標高では、東側が約

83.8 ｍで西側が約 83.5 ｍであり、やはり西に向かって低くなっていることが解っている。

　歴史的な面については、日田市域全体を見渡せば、古くは約３万４千年前の年代が測定された高瀬Ⅲ遺跡など、

盆地南側の五馬台地の多数の旧石器時代遺跡や、筑後川（三隈川）上流の大山川沿いで確認された立派な石組炉

を持つ縄文時代の竪穴住居を持つ中川原遺跡など、旧石器から縄文時代の良好な遺跡が存在するものの、盆地中

央部ではこの時代の良好な遺跡は少ない。
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　弥生時代から古墳時代にかけては、盆地周囲の段丘（台地）上に大集落が展開される吹上遺跡や小迫辻原遺跡、

佐寺原遺跡などがみられ、日田の遺跡の代表的なものとなっている。近年では、盆地内においても同時期の集落

の発見が相次いでおり、調査地付近ではその北西側 200 ｍほど離れた場所に位置する一丁田遺跡で弥生時代後

期から古墳時代中期の集落がみつかっており、南西側 280 ｍほど離れた下中城遺跡では弥生時代後期の竪穴住

居が２軒みつかっている。なお、この２遺跡は盆地内においても沖積微高地に形成されたとみられるものである。

　古代には、遺跡地の東方の大波羅遺跡で官衙的要素の認められる遺構が確認されている。また、遺跡地の北

東の方角には、中世の約 250 年にわたり日田を治めた大蔵氏の居城である慈眼山（大蔵古城跡）が聳えており、

その城下に位置する西側の慈眼山遺跡は、これまでの調査で 14 世紀後葉から 16 世紀後葉の居館跡とみられて

いる。

　慶長６年（1601 年）に、遺跡地の北側の残丘、月隈に城が築かれるが、その城下に建設された城下町が遺跡

地である。

　また、江戸時代、遺跡地北側を流れる花月川（当時の豆田川）を分流させ、人工的に開削された河川が調査地

南側を流れる城内川（当時の中城川）である。

　なお、日田は貞享３年（1686 年）以降、慶応４年（1868 年）まで、代官支配となり、明和４年（1767 年）

には日田代官が西国筋郡代に昇格し、九州の諸大名を監視する役割を果たすようになる。あわせて、その権威に

結びついた町人の勢力が強まり、近世日田の繁栄に繋がっていったといえよう。

第５図　周辺遺跡分布図（1/25,000）※地図の上が北

	 １. 調査地 　２. 城下町遺跡 　３. 吹上遺跡　 ４. 小迫辻原遺跡 　５. 佐寺原遺跡 　６. 一丁田遺跡 　７. 下中城遺跡
	 ８. 大波羅遺跡 　９. 大蔵古城跡 　10. 慈眼山遺跡 　11. 月隈城（丸山城・永山城）跡　 12. 永山布政所跡

11
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Ⅲ　調査の内容

　（１）調査の概要（第６図）

　本調査においては、西側の山鉾収納庫建築箇所を１区、東側の倉庫建築箇所を２区とし、工事により地下の埋

蔵文化財が破壊される１区に対しては完掘することとし、埋蔵文化財に影響の及ばない２区に関しては、検出作

業後、その状況確認までの調査とすることとした。

　調査では、重機にて表土および過去の水田基盤層を除去後、人力での発掘作業を実施した。

　調査地の検出面は、人頭大から指先大の円礫を多く含む砂質土層であり、１区の中央を東西に流れる溝の中以

外の検出面下においても遺物の出土がみられた。

　なお、調査面積は、１区が約 116 ㎡、２区が約 44 ㎡である。

（２）検出された痕跡と遺物

　調査では、２区から１区に向かって流れていたとみられる溝と縄文時代から古代にかけての遺物が確認された。

　以下、それらについて説明を行う。

１．検出された痕跡（第７・９図）

　先に述べたとおり、調査地の中心には東西に流れる溝が認められ、それが今回の調査の中心になったものの、

明確に遺構と呼べる痕跡を確認することは出来なかった。

　この溝については、平面で見ると、その色調から、２区で２本あったものが、１区の中央付近で交わり１本に

なっているように見て取れる。ただし、この明瞭に判断される黒褐色系の色調の溝の埋土を掘り進めると、その

外側や下位の土壌との色調の差は明確ではなく、疎らに土の質（実際は砂質土）が変化していっている部分が多

かった。

　このことから、１区においては４箇所、２区においてはその西端に１箇所、土層確認のポイントを設けた。

　以下、溝の流れの起点側とみられる東側から順に土層をみていく。なお、発掘作業は、溝内部の黒褐色系の色

調の埋土および下位の土層との境がハッキリしない部分までの掘削とした。

　［土層５（２区西端）］（第 10 図）

　黒褐色系の５層や６層付近で二つの流れを見て取れるが、それ以前に８層にしっかりとした溝が存在して
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いたことが判る。ただし、８層の中においても明瞭に線を引くことは出来ないが、若干色調の異なる層が存

在していることが見て取れる。また、７層や９層下位においても、溝という形状を成していたかどうかは判

らないが、水が流れていたことを窺うことが出来る。

　［土層４（１区東端）］（第８図上）

　黒褐色系の５・６層や７層付近で二つ流れを見て取れるが、７層の下位の 10 層にも過去のしっかりとし

た流れがあったと判る。また９層も、現状では溝という形状を成していたかどうかは判らないが、水が流れ

ていたことを窺うことが出来る。なお、８層については、調査区内の上部が撹乱を受けていたため、この断

面のみにて確認出来たものであり、溝の可能性が窺えるものである。

　［土層１・２（１区中央）］（第８図下 - 中・右）

　２本の溝の接合箇所を観察したものである。

　北側の溝の埋土である１層が、南側の溝の埋土である２層を切っていることから、北側の溝の方が新しい

ことが判る。２層形成以前の３層は、２層よりも幅広かったとみられるが、北側の立ち上がりは明瞭ではな

くなり４層（土層２）との区別は不明瞭となっている。

　［土層３（１区西端）］（第８図下 - 左）

　この付近は、過去に削平を受けており、溝の残りも悪い。明瞭に溝と判るのは黒褐色系の２・３層だが、

その下位の４層は、溝という形状を成してはいないが、付近で水が流れていたことを窺わせる。

　以上、今回の調査で検出した溝を、平面および断面で観察した。それにより、調査地は、沖積面の微高地と微

高地の間に存在するであろう谷部にあたるのではないかと見て取れた。また、溝状の形状を成し、水が流れてい

た時代以外であっても、常に水が流れるような、水が寄って来るような地形であったことが容易に想像された。

　溝の中以外の検出面で確認された遺物らは、そういった水の流れによって運ばれてきたものであろう。
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2

1

3 4
6 7 5 7

9
8

84.00ｍ

E’

E

E E’

0 2m

0 1m

［土層５］
１層…淡褐色土層
　　　　※表土
２層…砕石
３層…青灰色砂質土層
　　　　※水田耕作土とみられる
４層…濁橙色土層（やや粘性を帯びている）
　　　　※水田基盤層とみられる
５層…明黒褐色土層
　　　（やや砂質で、軟らかい部分がある）
６層…黒褐色土層（やや砂質で、軟らかい）
７層…淡黒褐色砂質土層（キメ細かい）
８層…明灰褐色砂質土層（キメ細かい）
９層…黄灰色土層（下部は灰色）
　　　　※砂礫を多く含む

土層５

土層５

第９図　２区平面図（1/80）

第 10図　２区土層断面図（1/40）

２．出土遺物（第 11 ～ 13 図・図版５）

　前述のとおり、調査では縄文時代から古代にかけての遺物が、１・２区あわせてコンテナ１箱分程度出土した。

　また、それらのうち土器等については、器壁が概ね摩耗しており、小破片のものが大半を占めていた。

　以下、出土遺物の一部を紹介する。なお、１区の溝から出土した遺物の取り上げについては、便宜的に、二つ

の溝の北側を「１溝」、その南側を「２溝」とし、この二つの溝が合わさった地点より下流側（西側）を「３溝」

として記録した。

　１～ 10、13 ～ 15（図版５下段 - 石器集合写真）は、１区出土の遺物である。

　１～３は縄文土器である。１・２は浅鉢形土器であり、ともに器面はよく研磨されており、２は黒色を呈して

いる。３は深鉢形土器である。小破片であり器壁が摩耗していることから、器面調整の工具は明瞭ではないが、

外面よりも内面の方をより丁寧に仕上げていることが見て取れる。

　４～９は土器および土師器である。

　４は、口縁部の立ち上りや器面調整などから甕とみられるものであり、今回の調査で唯一完形復元出来たもの

である。外面の器壁同様、口縁部は摩耗している上、ほとんどが欠損しているが、辛うじて口唇端部が微かに残っ

ていた。底部は丸底であり、丸く張る胴は横に長く高さは低い、窄まった頸部から短い口縁部が外傾し立ち上っ

ている。外面の器面調整は摩耗により不明瞭であるが、丁寧に（いわゆる）ナデ調整が施されていたものとみら
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第 11図　１区出土遺物実測図１（１/ ２）

第 12図　１区出土遺物実測図２（１/ ３）

れる。それに反し、内面の処理は決して丁寧と言える器面調整ではない。そのおかげで、底面となる部分に円形

の粘土盤を置き、その後粘土紐を輪積みし、内側から指で押さえながら整形し、最後にその内面を胴部上半のみ

削って器壁を整える、といった器の製作過程が判った。

　５は壺、６は埦の口縁部片である。５の外面には刷毛目がみられる。７は甕の頸部から胴部にかけての破片で

ある。内外面とも最終調整は刷毛目であるが、外面にはその前段の叩き目の痕跡がみられる。８・９は高坏の脚

部である。

　10 は須恵器の𤭯の口頸部片である。頸部は外傾気味に立ち上り、口縁部手前で大きく外反、屈曲し口縁部に

続く。緩く外反する口縁部は、頸部屈曲部上位と口縁端部の内側に凹線気味に段が付けられている。また、口縁

0 5cm 

１

３

２

４

７ ８
９

10

５
６

0 10cm 
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外面下半部と頸部中央には波状文が施されている。さらに、頸部下端とみられる欠損部分には沈線かと見て取れ

る稜が残っている。

　13 ～ 15 は腰岳系黒曜石の剥片である。14 の両側辺や端部には微細な剥離とともに摩耗したような痕跡がみ

られ、15 の左側辺には微細な剥離痕がみられる。これらの剥離痕は素材面と同様に風化しているとみられるこ

とから、当時の使用によるものとも考えられる。

　なお、２・７・10 は１溝より、１・３・５・６は２溝より出土したものであり、その他は検出面より取り上

げたものである。

　11・12、16・17（図版５下段 - 石器集合写真）は、２区出土の遺物である。

　11 は須恵器の坏である。口縁部の傾斜は緩く、高台は

底部の端に付き低い。

　12 は土師器の椀形土器の底部である。内外面とも器面

はヨコナデにより整えられていることが見て取れる。高台

は、さほど高くなく断面逆三角形である。

　16 は安山岩とみられるもの、17 はサヌカイトで、とも

に剥片である。

　以下では、これら出土遺物を時期的にみてみる。

　１・２は縄文時代後期後葉の所謂黒色磨研土器である。

１は長頸浅鉢であり短く立つ口縁外面には１条の沈線が

入っており、天城式とみられる。２は形状的に崩れている

が、内外面にみられる段のあり方から短頸浅鉢とみられ、

天城式から古閑式の時期のものと想定される。

　３は小破片であり、正確な時期は判断出来ないが、１・

２と同様の時期でもおかしくない。

　７は、その調整の痕跡から弥生時代後期後葉～終末の所

産であろうか。

　４は、整形痕や器面調整などから古墳時代前期の所産とみられる。

　８・９の高坏脚部は、その形状から古墳時代中期の所産とみられるものである。

　10 の須恵器𤭯は、６世紀前半代（古墳時代後期）の所産とみられる。

　11 の須恵器坏は、その形状から８世紀代（奈良時代）とみられる。

　12 の椀形土器は古代の所産であり、その形状から 10 世紀中頃とみられる。

　古代の資料としては、このほかに、今報告では図示していないが、黒色土器の小破片が出土している。この破

片は内面のみ黒色を呈しており、器壁は摩耗しており明瞭ではないが研磨されていたと見て取れるものであり、

時期的にも 12 と同様とみられる。

　黒曜石やサヌカイトなどの石器類は、縄文時代のものとみて大過ないであろうが、弥生～古墳時代に存在して

いてもおかしくはない。

　以上が、調査で出土した遺物の一部であるが、その他残りの遺物の中で図示に値する遺物はほとんど無いと言っ

てよい。なお、図示して報告した遺物を一見すると、１区と２区で時期差等を想像させられるが、図示しなかっ

た破片等を合わせてみると、出土位置等による時期的傾向等は、何ら見出せない。また、遺物の中で主体を占め

るような時期も存在せず、時期ごとのまとまりも見い出せない状況である。

11

12

0 10cm 

第 13図　２区出土遺物実測図（１/ ３）
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Ⅳ　まとめ
　これまでみてきたように、今回の発掘調査においては、縄文時代から古代にかけての遺物の出土をみたものの、

遺構といえる人為的な痕跡はみられなかった。

　発掘調査の主体となったのは、いわゆる溝である。

　１区の検出面や２区の確認トレンチ掘下げの状況から、調査地には東西を軸とし２条から１条を成す黒褐色系

の埋土の溝が容易に見て取れた。しかし、前章でみてきたように、この黒褐色系埋土の溝を確認したところ、こ

の溝状の痕跡に対し人為的な行為を見て取ることは出来なかった。

　また、土層観察により、黒褐色系埋土の溝が存在して（形成されて）いた時期以外にも、本調査地に溝状の痕

跡が存在していたことが判明している。

　さらに、溝状の痕跡の有無に関わらず、調査地付近を広い範囲で水が流れていた時代ないしは時期、時があっ

たことを調査地の検出状況などから窺うことが出来る。あわせて、２区の検出面や確認トレンチなどから、黒褐

色系埋土の溝が埋まった後の時代においても、この調査地付近は、頻繁ないしは定期的に水が流れたりするよう

な土地であったことが窺える。

　調査地の位置を改めて確認することとする。

　盆地内の沖積面に位置する調査地は、東方の城内原などの段丘の存在により、地形的には東から西に向かって

低くなっている。

　江戸時代、調査地の北側には、当初城下町として建設された豆田町が展開している。

　豆田町には、南北を貫く２本の通りがあり、東側を「上町（通）」、西側を「下町（通）」と呼ぶ。

　この豆田町は、絵図や古文書などから、元和４年（1618 年）に拡大したと考えられている。つまり、大まか

に述べれば、当初「上町」側だけの範囲だった豆田町に「下町」を増設したというところである。

　前述の調査地の立地と同様に、豆田町においても、東側が高く西側が低い地形であったことは明白であり、江

戸時代の町づくりに至っても、まずは、立地的に高く安定していたであろう「上町」側（東側）に建設したこと

は、容易に頷けるものである。なお、本来豆田町は、地形的に「上町」側（東側）よりも「下町」側（西側）の

方が不安定であったことは、近年被った水害時、上町側よりも下町側の方の水位が高かったという浸水状況など

からも窺える。

　さて、今回の調査地は、豆田町の下町（通）の南隣に位置し、さらにその南側には北東から南西に向かって貫

かれている城内川（江戸時代は中城川と呼ぶ）が流れている。この城内川は花月川（江戸時代は豆田川と呼ぶ）

を分流させ、人工的に造られた川であるが、その開削年代ははっきりとはしていない。しかし、豆田町建設に際

して造られたと想像されるものである。

　いま一度、調査地の位置を考えると、豆田町の立地的に低い下町（通）のはずれの位置、人工的に開削された

城内川が豆田町という町を通過した後の町のはずれにあたる位置に立地していたことが解る。つまり、調査地は、

土地的に低く不安定な立地であったといえる。

　こういった調査地の立地の状況は、今回の発掘調査でみえた溝の状況、溝の中や溝の外側から出土する器壁が

摩耗している土器など遺物の残存状況を裏付けるものであり、調査地がいわゆる普段の生活の場ではなかったこ

とを証拠づけるものといえよう。

　ただし、今回の調査地において、状態が悪いものの縄文時代から古代にかけての遺物が出土したことは事実で

ある。調査地まで水によって流されてきたこれらの遺物は、それを使用していたであろう先史・古代の人々の生

活の痕跡が、調査地の周辺に存在している（存在していた）ことを物語るものである。
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第 14図　豆田町と調査地の位置（地図の上が北）



調査地遠景１（城内原・元宮原を望む）

調査地遠景２（月隈を望む）

図版１



調査地遠景３（城内川下流側を望む）

調査地全景（上空）

図版２



１区全景（上空）

１区完掘状況（東から）

２区完掘状況（東南から）

１区完掘状況（西から）

２区完掘状況（西北から）２区全景（上空）

図版３



土層５（東から）

土層４（西から）

土層１（西から）

土層２（西から）

土層３（東から）

図版４



図版５
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図版６
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城 下 町 遺 跡
―６次調査―

日田市埋蔵文化財調査報告書第 137 集

2019 年（令和元年）12 月 27 日
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遺物 
番号

取上 
地点

種別 
等

器種

法量　※（）内は復元値 調整等 色調 胎土

熟成 備考口径 
（cm）

胴部 
径 

（cm）

底径 
（cm）

器高 
（cm）

外面 内面 外面 内面

角

閃

石

斜

長

石

石

英

白

色

粒

赤

色

粒

そ

の

他

1 １区　２溝 縄文土器 浅鉢 － － － － 工具による 
横方向ナデ（ミガキ）

工具による 
横方向ナデ（ミガキ） 明黄灰褐色 明黄灰褐色 ● ● ● ● 良好

2 １区　２溝 縄文土器 浅鉢 － － － － 工具による 
横方向ナデ（ミガキ）

工具による 
横方向ナデ（ミガキ） 明黒褐色 明黒褐色 ● ● ● ● ● 良好

3 １区　１溝 縄文土器 深鉢 － － － － 工具によるナデ 工具によるナデ 淡黄褐色 淡茶褐色 ● ● ● ● ● 良好
外面屈曲部付近に、 
巻貝（？）によると 
思われる擦痕あり

4 １区 土師器 甕 （8.4） 15.6 － 11.4 ヨコナデ・ 
丁寧なナデか

ヨコナデ・ 
箆削り・指押さえ 淡黄橙色 淡橙色 ● ● ● ● ● 良好

5 １区　２溝 土師器 壺 － － － － 刷毛目・ 
ヨコナデ

ヨコナデ・ 
ナデか 黄橙色 淡黄橙色 ● ● ● ● 良好

6 １区　２溝 土師器 埦 － － － － ナデ・ヨコナデ ヨコナデ後ナデ 淡黄橙色 淡黄橙色 ● ● ● ● 良好 内面に刷毛目の痕跡 
のような擦痕あり

7 １区　１溝 弥生土器 甕 － － － － ヨコナデ・ 
叩き後刷毛目 刷毛目 淡灰黄褐色 淡黄橙色 ● ● ● ● 良好

8 １区 土師器 高坏 － － － － ナデか 工具ナデ 淡黄茶褐色 淡橙褐色 ● ● ● ● ● 良好 内面に刷毛目の痕跡 
のような擦痕あり

9 １区 土師器 高坏 － － （12.2） － 縦方向工具ナデか・ 
ヨコナデ

搾り痕・ 
工具ナデか 淡黄茶色 淡黄灰褐色 ● ● ● ● ● 良好 底面に刷毛目の痕跡 

のような擦痕あり

10 １区　１溝 須恵器 𤭯 （9.7） － － － 回転ナデ・ 
波状文 回転ナデ 灰色 灰色 ● ● 良好

11 ２区 須恵器 坏身 （12.2） － （9.4） 3.7 回転ナデ・ 
回転箆切り離し 回転ナデ後ナデ 灰色 

（やや褐色気味）
灰色 

（やや青色気味） ● 良好

12 ２区 土師器 椀形 － － （7.4） － ヨコナデ ヨコナデ 灰黄褐色 淡灰黄褐色 ● ● ● ● ● 良好

第１表　出土土器等観察表

第２表　出土石器等観察表

報 告 書 抄 録

遺物番号 取上地点 器種等 石材 長さ（㎜） 幅（㎜） 厚み（㎜）重さ（ｇ） 備　考
13 １区　３溝 剥片 腰岳系黒曜石 19.8 20.5 8.5 2.3 
14 １区　２溝 使用痕剥片か 腰岳系黒曜石 19.0 21.2 4.0 1.3 
15 １区　２溝 使用痕剥片か 腰岳系黒曜石 14.3 14.7 3.1 0.5 
16 ２区 剥片 安山岩か 11.9 29.5 4.9 1.6 
17 ２区 剥片 サヌカイト 12.2 19.9 8.2 1.0 
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ふりがな
所収遺跡名

ふりがな
所在地

コード
北緯 東経 発掘期間 発掘面積 発掘原因

市町村 遺跡番号

じょうかまちいせき

城下町遺跡
（６次調査）

おおいたけん ひ  た  し    

大分県日田市
みなとまち 400　ばんち 1　

港町 400 番地１
44204-6 204112 33° 19′ 30″ 130° 56′ 9″

20181205 
～ 

20181228
約 160 ㎡

記録保存

調査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

城下町遺跡
（６次調査）

― ― 遺構無し

※主な遺物と呼べるもの
　無し。以下、出土遺物。

　　縄文土器・弥生土器・土師器
　　・須恵器・黒色土器・石器

　　本調査地において、土地に

　　刻まれた人為的な痕跡は認

　　められなかった。

要　約

　城下町遺跡６次調査地においては、縄文時代から古代にかけての遺物の出土は見たものの、遺構といえる人
為的な痕跡は認められなかった。
　調査で確認された痕跡は溝のみであり、その溝に設定した確認トレンチによる土層断面や、検出面の状況な
どから、過去の調査地およびその付近は、頻繁ないしは定期的に水が流れたりするよう土地であったことが窺え、
出土した遺物の時期である先史・古代の人々が、本来生活の場として利用するような場所ではないことが判った。
　しかし、今回の調査結果から、調査地周辺には近世以前の先史・古代の遺跡が存在しているということだけ
は明らかとなったといえよう。
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